
　NTTは企業としての競争力を強化し、お客様のニーズにあった良質のサービスを安価に
提供することを目的に、国内外を問わないオープンで透明性の高い競争的な調達方法によ
り、広く世界市場に目を向けて優れた製品を経済的に調達してきました。
　NTT西日本においても、これまでの方針を踏まえ、以下の基本方針に基づいた調達活動
を行っています。

①広く国内外のサプライヤーの皆様に対し、公正に競争機会を提供するとともに、相互理解
と信頼関係の構築に努めます。
②品質・価格・納期・安定供給を総合的に判断し、ビジネスニーズに即した競争力ある製
品・サービスを、経済合理性に基づき調達します。
③法令や社会規範を遵守するとともに、社会への貢献のため環境・人権等に配慮した調達
を実施します。

〈調達の基本方針〉

　NTTグループは、持続可能な社会の実現に向け人権や環境、製品やサービスの品質・
安全性の確保等、社会の要請に配慮した調達について定めています。
　https://group.ntt/jp/newsrelease/2022/02/16/pdf/220216ab.pdf

〈NTTグループ　サプライチェーンサステナビリティ推進ガイドライン〉

　NTT西日本は、環境への影響を考慮した製品の調達（グリーン調達）を推進します。
　本ガイドラインは、グリーン調達に関するNTT西日本の基本的考え方であり、NTT西日本
とサプライヤーが継続して環境問題に取り組む一般的な項目を示しています。
　https://www.ntt-west.co.jp/procure/activity/

〈NTT　グループグリーン調達基準〉

　NTTグループの紛争鉱物に関する資材調達方針
　https://www.ntt-west.co.jp/procure/activity/

〈NTTグループの紛争鉱物への対応〉

1．NTT西日本の調達活動

資材調達

　当社が調達する製品は、通信設備をはじめ、事務用物品類、医療機器等多岐にわたりま
す。当社が調達する製品を、カテゴリ別にご紹介すると次のようになります。

3．調達する製品

電気通信設備

ノード系ネットワークシステム

リンク系ネットワークシステム

アクセス系ネットワークシステム

ユーザーシステム

オペレーションシステム

ディジタル交換機、バックボーン用IPネットワーク装置
ディジタル伝送装置、ディジタルマイクロ装置、
中継系光ファイバーケーブル
加入者伝送装置、アクセス用IPネットワーク装置、
専用線装置、アクセス系光ファイバーケーブル
コンシューマー及びビジネスユーザー向け製品群
オペレーションシステム用ワークステーション、
サーバー、各種ソフトウェア
事務用物品類、医療機器

種　　　類

そ　の　他

調達する製品例

2．情報提供活動
　調達ホームページを開設し、NTT西日本とし
て内外を問わず幅広く周知し、また、サプライ
ヤーの利便を図るため、会社の調達に関する
方針、窓口、手続きを含む調達に関する情報を
公表しています。

〔NTT西日本調達活動のご案内〕
https://www.ntt-west.co.jp/procure

　情報通信の分野では、情報技術の急速な進展に伴い、通信のボーダレス化が進み、グ
ローバルな視野に立った事業の展開が不可欠になっています。
　NTT西日本としては、グループ各社と協力し、これまで国内で培ったブロードバンドサービ
スに関連するノウハウや研究開発成果等を活用した、海外事業展開の機会創出に努めて
います。
　また、海外の新技術やサービスの情報収集、海外企業等とのリレーション構築、協業を推
進することで、NTT西日本及びグループ各社の研究開発やサービス開発に活用し、お客様
により良いサービスをご提供すべく努めています。

NTT西日本グループの国際分野での取り組み
・NTTソルマーレでは、世界中のお客様へモバイルゲーム（Google Play/App Store
を通じて配信中）を提供していることに加え、2022年３月より北米向けにデジタ
ルマンガストアをサービス提供しています。

1．海外事業活動

国際的活動
2．国際協力活動
　NTT西日本グループでは、開発途上国の情報通信分野における発展に寄与することを
目的として、技術協力専門家の派遣、日本政府からの要請に基づく研修生の受け入れ、青
年海外協力隊員の派遣支援、海外プロジェクトの実施、国際機関の活動への参加等を通
じた国際協力活動を実施してきました。

（1）技術協力専門家等の派遣
・開発途上国からの要請に基づき、日本政府はさまざまな技術をもった専門家を開発途上
国へ派遣してきました。電電公社時の1960年10月にカンボジアへ長期専門家を派遣して
以来、NTT西日本発足後もカンボジア、インドネシア、タイ、バングラデシュへの専門家等の
派遣活動を行ってきました。

（2）研修生の受け入れ
・NTT西日本グループは開発途上国における電気通信分野の発展に協力するため、電電
公社時の1962年から開発途上国の研修生を受け入れ、電気通信に関する技術研修を行
ってきました。
・これまで、アジア・太平洋地域の電気通信事業者や監督官庁職員等に対して、 通信
ネットワークインフラ設備構築・保守業務、安全の取り組みやICTを活用したビジ
ネスの事例紹介など、幅広い研修プログラムを実施してきました。

（3）青年海外協力隊の派遣支援
・青年海外協力隊事業は、1965年4月に日本政府の事業（外務省所管）として活動を開始
しました。
・当時の電電公社は翌年の1966年にラオスへ協力隊員を派遣して以来、本事業を若い人
材が海外経験を積む重要な機会ととらえ、協力隊員の派遣支援を行ってきました。
・協力隊員は開発途上国において、現地の人と仕事や日常生活を共にしつつ、電気通信分
野等での技術協力を行ってきました。
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